
厚

生

委

員

会

精
神
保
健
福
祉
の

一
層
の
充
実
を

今
臨
時
会
で
、
市
長
か
ら
地
方
税
法

の
一
部
改
正
に
伴
う
「
三
鷹
市
市
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処

分
に
つ
い
て
」の
議
案
の
提
案
が
あ
り
、

５
月
23
日
の
本
会
議
で
満
場
一
致
に
よ

り
承
認
さ
れ
た
。
主
な
改
正
内
容
は
次

の
と
お
り
。

【
個
人
市
民
税
関
係
】

１

個
人
市
民
税
の
均
等
割
及
び
所
得

割
の
非
課
税
限
度
額
の
引
上
げ

控
除
対
象
配
偶
者
又
は
扶
養
親
族

を
有
す
る
場
合
の
均
等
割
及
び
所
得

割
の
非
課
税
基
準
の
加
算
額
を
、
均

等
割
で
は
、19
万
円
か
ら
24
万
円
に
、

所
得
割
で
、
32
万
円
か
ら
36
万
円
に

そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
る
。

２

個
人
市
民
税
に
お
け
る
土
地
等
の

譲
渡
益
に
対
す
る
９
％
税
率
の
廃
止

平
成
16
年
度
ま
で
そ
の
適
用
が
停

止
さ
れ
て
い
る
土
地
等
を
譲
渡
し
た

場
合
の
長
期
譲
渡
所
得
に
対
す
る
税

率
に
つ
い
て
、
課
税
長
期
譲
渡
所
得

金
額
８
千
万
円
超
の
部
分
を
廃
止

し
、
当
該
部
分
の
税
率
９
％
（
市
民

税
６
％
、
都
民
税
３
％
）
を
7.5
％

（
市
民
税
5.5
％
、
都
民
税
２
％
）
と

場
株
式
等
の
譲
渡
に
係
る
所

得
及
び
給
与
所
得
の
み
を
有

す
る
者

前
年
中
に
特
定
口
座
内
上

場
株
式
等
の
譲
渡
に
係
る
所

得
及
び
公
的
年
金
等
に
係
る

所
得
の
み
を
有
す
る
者

≤

上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
損
失

の
繰
越
控
除
制
度
の
創
設

損
失
が
生
じ
た
年
の
翌
年
以
後

３
年
間
、
上
場
株
式
等
に
係
る
損

失
の
繰
越
控
除
を
行
う
。

【
固
定
資
産
税
】

１

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
制
度

の
創
設

２

固
定
資
産
課
税
台
帳
記
載
事
項
の

証
明
制
度
の
創
設

こ
の
条
例
の
施
行
期
日
は
、
一
部
の

改
正
規
定
を
除
き
、
平
成
14
年
４
月
１

日
で
あ
る
。

形
態
の
生
活
の
場
が
切
に
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
共
同
作
業
所
に
お
い
て
も
人

数
が
い
っ
ぱ
い
で
、
通
所
を
希
望
さ
れ

る
方
々
に
待
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
状

況
で
す
。

私
た
ち
も
、
三
鷹
市
が
21
世
紀
型
自

治
体
経
営
を
求
め
ら
れ
る
中
、
協
働
し

て
、
精
神
障
害
者
の
方
々
の
人
権
が
保

障
さ
れ
る
「
高
環
境
・
高
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
た
め
の
基
礎
的
な

条
件
と
し
て
の
左
記
項
目
を
請
願
い
た

し
ま
す
。

〔
請
願
項
目
〕

１
　
三
鷹
市
に
お
い
て
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
新
基
本
計
画
の
中
で
精
神
保
健
福

祉
の
よ
り
一
層
の
施
策
の
充
実
を
図
っ

て
く
だ
さ
い
。

精
神
保
健
福
祉
分
野
に
お
か
れ
ま
し

て
も
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
U

の
設
置

検
討
等
も
含
ま
れ
大
い
に
計
画
の
推
進

に
期
待
す
る
も
の
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
域
で
暮
ら
し
て

い
く
拠
点
で
あ
る
グ
ル
U

プ
ホ
U

ム
等

の
生
活
の
場
が
ま
だ
ま
だ
足
り
ま
せ

ん
。
高
齢
者
の
方
々
が
安
心
し
て
居
ご

こ
ち
よ
く
暮
ら
せ
る
シ
ニ
ア
グ
ル
U

プ

ホ
U

ム
、
若
い
人
た
ち
が
生
活
訓
練
で

き
る
グ
ル
U

プ
ホ
U

ム
、
い
ろ
い
ろ
な

【
請
願
】
三
鷹
市
に
お
け
る
精
神
保
健

福
祉
の
充
実
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
13
年
第
２
回
定
例
会
で
採
択
）
＝
日

頃
、
三
鷹
市
に
お
か
れ
ま
し
て
は
障
害

者
福
祉
、
と
り
わ
け
精
神
に
障
害
の
あ

る
方
々
が
一
人
で
も
多
く
こ
の
街
で
ご

く
普
通
の
市
民
生
活
が
送
れ
ま
す
よ

う
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
誠
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
、こ
の
12
年
の
間
で
、

精
神
障
害
者
共
同
作
業
所
が
９
カ
所
と

な
り
、
200
名
を
超
え
る
利
用
者
の
働
く

場
、
生
き
が
い
の
場
と
し
て
な
く
て
は

な
ら
な
い
社
会
資
源
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
グ
ル
U

プ
ホ
U

ム
も
３
カ

所
、
18
名
の
方
々
の
よ
り
豊
か
な
生
活

を
支
え
続
け
て
い
ま
す
。
精
神
に
障
害

の
あ
る
方
々
も
、
た
っ
た
一
度
の
人
生

を
や
っ
と
入
院
生
活
か
ら
地
域
生
活
へ

と
自
分
な
り
の
生
き
が
い
を
求
め
て
、

暮
ら
し
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
三
鷹
市
と
市
民
と
の
パ
U

ト

ナ
U

シ
ッ
プ
の
も
と
、「
み
た
か
市
民

プ
ラ
ン
21
会
議
」
よ
り
市
長
へ
基
本
構

想
へ
の
提
言
が
手
渡
さ
れ
、
市
は
そ
れ

を
受
け
て
、
基
本
構
想
素
案
を
発
表
し

ま
し
た
。
ま
た
現
在
、
三
鷹
市
は
目
標

年
次
を
お
お
む
ね
２
０
１
０
年
と
し
た

第
３
次
三
鷹
市
基
本
計
画
第
一
次
素
案

を
発
表
し
ま
し
た
。

２
　
三
鷹
市
の
現
在
の
作
業
所
へ
の
補

助
金
額
を
今
後
も
継
続
し
て
維
持
し
て

く
だ
さ
い
。

３
　
自
前
で
運
営
し
て
い
る
グ
ル
U

プ

ホ
U

ム
に
早
急
に
助
成
を
し
て
く
だ
さ

い
。

４
　
２
を
貴
議
会
の
決
議
と
し
て
、国
、

都
及
び
関
係
方
面
に
も
働
き
か
け
て
く

だ
さ
い
。

【
市
の
処
理
状
況
】

１

精
神
保
健
福
祉
の
施
策
に
つ
い
て

は
、
第
３
次
三
鷹
市
基
本
計
画
で
示
し

ま
し
た
が
、
今
後
検
討
す
る
「
新
福
祉

総
合
計
画
（
仮
称
）」
に
お
い
て
も
施

策
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

２

作
業
所
へ
の
補
助
に
つ
い
て
は
、

三
鷹
市
の
予
算
編
成
方
針
に
基
づ
き
、

引
き
続
き
努
め
ま
す
。

３

自
主
運
営
グ
ル
U

プ
ホ
U

ム
へ
の

三
鷹
市
の
新
た
な
補
助
の
実
施
は
、
財

政
状
況
が
大
変
厳
し
い
現
状
で
は
困
難

で
す
。 新

福
祉
総
合
計
画

で
施
策
を
充
実

　◎吉田　　武

　〇谷口　敏也

　　緒方　一郎

　　古瀬　英子

　　後藤　貴光

　　加藤　久平

　　野中かず江

　　中山　和政

　　杉本　英騎

　◎榛澤　茂量

　〇¸谷真一朗

　　久保田輝男

　　田中　順子

　　宍戸　治重

　　島田甲子三

　　吉野　和之

　　大竹　和男

　　岩田　康男

　◎金井　富雄

　〇丹羽　秀男

　　永原　美代

　　徳永　弘行

　　嶋±　英治

　　¸井　章博

　　石井　良司

　　大城　美幸

  　（欠員１人）

　◎中山　和政

　〇緒方　一郎

　　古瀬　英子

　　徳永　弘行

　　嶋±　英治

　　¸谷真一朗

　　石井　良司

　　榛澤　茂量

　　岩田　康男

　◎久保田輝男

　〇田中　順子

　　緒方　一郎

　　後藤　貴光

　　吉田　　武

　　谷口　敏也

　　　野　博明

　◎野中かず江

　〇加藤　久平

　　古瀬　英子

　　宍戸　治重

　　¸谷真一朗

　　中山　和政

　　杉本　英騎

　◎石井　良司

　〇永原　美代

　　吉野　和之

　　¸井　章博

　　榛澤　茂量

　　大城　美幸

  　（欠員１人）

　〇嶋±　英治

　　丹羽　秀男

　　島田甲子三

　　徳永　弘行

　　大竹　和男

　　金井　富雄

　　岩田　康男

三鷹駅前再開発事業

対策特別委員会

　　定数９人

  （11.5.21設置）

特　　別　　委　　員　　会

議　会　運　営　委　員　会

常　　任　　委　　員　　会

特　　別　　委　　員　　会

議　会　運　営　委　員　会

常　　任　　委　　員　　会

調布基地跡地利用

対策特別委員会

　　定数９人

  （11.5.21設置）

東京外郭環状道路調査

対策特別委員会

　　定数９人

  （11.5.21設置）

三鷹市立アニメーション

美術館特別委員会

　　定数９人

  （11.6.25設置）

　◎丹羽　秀男

　　吉野　和之

　〇田中　順子

　　嶋±　英治

　　永原　美代

　　¸井　章博

　　島田甲子三

　　石井　良司

  　総務委員会

　　定数７人

　  文教委員会

　　定数７人

　  厚生委員会

　　定数７人

　  建設委員会

　　定数７人

定数定数8人定数8人

◎委員長　〇副委員長
（平成14年５月23日現在）

※建設委員長は現在空席で、今後選出予定です

各委員会の構成

置
し
た
目
的
が
達
成
さ
れ
る
ま
で
と

な
り
ま
す
。
現
在
設
置
さ
れ
て
い
る

特
別
委
員
会
は
次
の
と
お
り
で
す

が
、
例
年
３
月
に
予
算
審
査
特
別
委

員
会
、
９
月
に
決
算
審
査
特
別
委
員

会
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

市
議
会
で
取
り
扱
う
事
項
は
数
も

多
く
、
内
容
も
幅
広
い
分
野
に
わ
た

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
い
く
つ
か

の
部
門
に
分
け
て
専
門
的
、
能
率
的

に
審
査
す
る
た
め
、
本
会
議
の
ほ
か

に
委
員
会
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

委
員
会
は
議
会
内
部
の
機
関
と
し

て
予
備
審
査
的
な
こ
と
を
行
う
も
の

で
、
委
員
会
自
体
に
は
、
議
会
か
ら

独
立
し
た
意
思
決
定
の
権
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。
議
会
は
委
員
会
の
審
査
結

果
に
基
づ
い
て
、
本
会
議
で
最
終
的

な
意
思
決
定
を
行
い
ま
す
。

委
員
会
に
は
、
常
に
設
置
さ
れ
て

い
る
「
常
任
委
員
会
」
、
「
議
会
運
営

委
員
会
」
と
必
要
に
応
じ
て
設
置
さ

れ
る
「
特
別
委
員
会
」
が
あ
り
ま
す
。

三
鷹
市
議
会
に
は
、
総
務
、
文
教
、

厚
生
、
建
設
の
４
つ
の
常
任
委
員
会

が
あ
り
、
委
員
の
定
数
は
そ
れ
ぞ
れ

７
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
議

員
は
い
ず
れ
か
１
つ
の
常
任
委
員
会

に
所
属
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

委
員
の
任
期
は
２
年
と
な
っ
て
い
ま

す
。
各
委
員
会
の
主
な
所
管
事
項
は

次
の
と
お
り
で
す
。

臨
時
的
に
発
生
す
る
特
定
事
件
の

調
査
・
審
査
の
た
め
に
設
け
ら
れ
る

も
の
で
、
必
要
に
応
じ
て
、
本
会
議

の
議
決
に
よ
っ
て
成
立
し
ま
す
。
ま

た
、
委
員
の
定
数
も
議
決
に
よ
っ
て

定
め
ら
れ
ま
す
。
任
期
は
特
に
定
め

ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
委
員
会
を
設

●
学
校
教
育
に
関
す
る
こ
と

●
生
涯
学
習
、
芸
術
文
化
、
児
童
青

少
年
健
全
育
成
、
ス
ポ
U

ツ
振
興

に
関
す
る
こ
と

●
私
立
の
学
校
・
幼
稚
園
に
関
す
る

こ
と

●
文
化
振
興
に
関
す
る
こ
と

●
用
地
取
得
及
び
土
地
対
策
に
関
す

る
こ
と

●
産
業
振
興
、
消
費
者
保
護
に
関
す

る
こ
と

●
都
市
計
画
に
関
す
る
こ
と

●
建
築
、
再
開
発
、
住
宅
対
策
、
道

路
、
緑
化
及
び
公
園
、
都
市
交
通

に
関
す
る
こ
と

●
上
下
水
道
に
関
す
る
こ
と

●
市
政
の
総
合
的
な
計
画
、
行
政
評

価
、
財
政
、
広
報
、
情
報
政
策
に

関
す
る
こ
と

●
市
の
組
織
や
職
員
、
防
災
に
関
す

る
こ
と

●
税
金
、
戸
籍
、
住
民
記
録
に
関
す

る
こ
と

●
収
入
役
（
会
計
課
）、
行
政
委
員
会

（
教
育
委
員
会
を
除
く
）
に
関
す
る

こ
と

●
他
の
委
員
会
の
所
管
に
属
さ
な
い

こ
と
が
ら

●
社
会
福
祉
、
保
健
に
関
す
る
こ
と

●
介
護
保
険
に
関
す
る
こ
と

三
鷹
駅
前
地
区
再
開
発
計
画
・
事

業
に
か
か
る
諸
問
題
に
つ
い
て
調
査

検
討
し
、
対
策
を
講
ず
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
布
基
地
跡
地
の
利
用
促
進
に
つ

い
て
積
極
的
な
対
策
を
講
ず
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
外
郭
環
状
道
路
建
設
問
題
に

つ
い
て
調
査
検
討
し
、
対
策
を
講
ず

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

三
鷹
市
立
ア
ニ
メ
U

シ
ョ
ン
美
術

館
に
か
か
る
諸
問
題
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

議
会
が
ス
ム
U

ズ
に
運
営
さ
れ
る

よ
う
、
議
長
の
諮
問
に
よ
り
会
期
の

設
定
、
議
案
・
請
願
等
の
取
り
扱
い

な
ど
議
会
運
営
に
関
す
る
事
項
に
つ

い
て
協
議
を
行
う
も
の
で
す
。
委
員

の
定
数
は
８
人
で
、
任
期
は
１
年
と

な
っ
て
い
ま
す
。

総

務

委

員

会

文

教

委

員

会

建

設

委

員

会

三
鷹
駅
前
再
開
発
事
業

対

策

特

別

委

員

会

三
鷹
市
立
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

美
術
館
特
別
委
員
会

東
京
外
郭
環
状
道
路
調
査

対

策

特

別

委

員

会

調
布
基
地
跡
地
利
用

対

策

特

別

委

員

会

●
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
及
び

高
齢
者
医
療
に
関
す
る
こ
と

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
環
境
保
全
、
ご

み
に
関
す
る
こ
と

（２）

１４・６・９

傍
聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い

平
成
14
年
第
２
回
定
例
会
は
６

月
10
日
か
ら
開
か
れ
ま
す
。

傍
聴
及
び
議
会
だ
よ
り
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は
議
会
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
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請願が市議会で採択されると、議長

は、その趣旨と採択された旨を、市長、

教育委員会などの市の各機関または、

内容により国や都などの関係機関に文

書で送付しています。

ここでは市から議会に報告された平

成13年中の請願の処理経過をお知らせ

します。

す
る
。

３
　
証
券
税
制
関
係

Ø

上
場
株
式
等
に
係
る
申
告
分
離

課
税
の
税
率
の
引
下
げ

平
成
15
年
１
月
１
日
以
後
に
譲

渡
し
た
上
場
株
式
等
に
係
る
申
告

分
離
課
税
の
税
率
（
現
行
４
％
）

を
3.4
％
に
引
き
下
げ
る
。

∞

長
期
所
有
上
場
株
式
等
の
税
率

の
引
下
げ

長
期（
１
年
超
）所
有
上
場
株
式

等
に
係
る
特
例
の
創
設
に
よ
り
、

平
成
15
年
か
ら
平
成
17
年
ま
で
に

譲
渡
し
た
上
場
株
式
等
が
長
期
所

有
上
場
株
式
等
の
場
合
は
、
Ø
の

税
率
を
２
％
に
引
き
下
げ
る(

市

民
税
申
告
書
又
は
確
定
申
告
書
に

そ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と

す
る
旨
の
記
載
が
あ
る
場
合
に
限

る
）。

±

株
式
等
譲
渡
益
に
係
る
市
民
税

の
申
告
不
要
の
特
例
の
創
設

ア

証
券
会
社
は
、
一
定
の
特
定

口
座
（
１
証
券
会
社
当
た
り
１

口
座
限
定
）
を
設
定
し
て
い
る

投
資
家
に
つ
い
て
、
当
該
特
定

口
座
内
の
年
間
譲
渡
損
益
等
を

一
括
記
載
し
た
上
場
株
式
等
取

引
報
告
書
を
作
成
し
、
当
該
投

資
家
の
翌
年
１
月
１
日
現
在
の

住
所
所
在
の
市
町
村
の
長
に
同

月
31
日
ま
で
に
提
出
す
る
。

イ

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

投
資
家
は
、
市
民
税
の
申
告
書

を
提
出
す
る
こ
と
を
要
し
な

い
。

前
年
中
に
特
定
口
座
内
上

場
株
式
等
の
譲
渡
に
係
る
所

得
の
み
を
有
す
る
者

前
年
中
に
特
定
口
座
内
上


